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ギリシャ支援協議が大詰めへ 

■市場動向、経済指標や重要イベントなど 

【1.米国】 

先週の米国株式市場は、ダウ平均、S&P500、ナスダック総合指数の主要 3 指数が揃って上昇し、

なかでもナスダック総合指数は史上最高値を更新しました。ダウ平均が 1万 8000 ドルを割り込み

値ごろ感が出たことに加えて連邦公開市場委員会（FOMC）メンバーの今後のフェデラルファンド

金利（政策金利）予測の中央値が、2016年・2017 年について 3月時点の発表よりも低下したこ

とで、利上げペースがゆっくりとなることが意識され、買い先行となりました。 

 

1-１. 米 FOMC 

このコーナーでは、フィナンシャル・インテリジェンス部に配属された新人のルミが「世界経済の

今・そしてこれから」を把握するために是非読んでおきたい、今週の重要レポート・ニュース記事

を紹介します。（原則月曜日更新） 

今週の注目レポート・重要ニュース 

 「部長、おはようございます！」 

「槙原君、おはよう。今週のポイントは？」 

「今週はギリシャ支援問題の行方や、先週大きく下落した中国株価の動向からも目が 

離せませんね！」 

「古代ギリシャの哲学者プラトンは、無理強いされた学習は何一つとして魂に残らない、 

と言ったそうだが、ギリシャにとっては緊縮財政がそれかもしれないな」 

「プラトンといえば、プラトニック・ラブですね！私の中国株への愛、プラトニック・ラブでよかった！」 

「精神的な愛だけで実際は買わなかったということかね。それでは本当の愛なのか分からないぞ」 

「さすが部長、鋭いですね！では部長、本当の愛を教えてください！」 

「・・・愛はともかく、インベストメントの Iなら、本当の Iをストラテジーレポートなどで指南しているぞ」 

詳細は以下をご覧下さい。 
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16日から 17日にかけて行なわれた連邦公開市場委員会（FOMC）で、市場予想通りフェデラルフ

ァンド金利は据え置きとなりました。もっとも、FOMC 参加者の今後のフェデラルファンド金利（政

策金利）予想をまとめた通称「ドットチャート」における金利予想の中央値が、2015年末は0.625％

と 3 月時点から変化がなかった一方で、2016 年末の中央値が 1.875％→1.625％へ、2017 年

末が 3.125％→2.875％へそれぞれ低下した（グラフ参照）ことで「今後の利上げペースがゆっく

りとなる」との思惑が高まり、マーケットは発表後に債券高（金利低下）・ドル安・株高という反応

を見せました。 

 

1-2. 米 CPI 

18 日に発表された米消費者物価指数（CPI）は、変動の大きいエネルギーや食料を除いたコア指数

が前年比 1.7％の上昇と、市場予想および前月（いずれも 1.8％の上昇）から伸びが鈍化しました。 

 

1-3. 住宅関連指標 

22日に中古住宅販売件数、23日に新築住宅販売件数と今週は 5月分の住宅関連指標の発表が続き

ます。4月分の中古住宅販売件数は前月から販売件数が減少し、市場予想も下回ってネガティブ・サ

プライズとなっただけに、5月分の販売件数が前月から増加し、改善トレンドが持続しているかどう

か注目されます。 

 

1-4. 耐久財受注 

23 日に 5 月の耐久財受注が発表されます。4 月の耐久財受注は前月比 0.5％減と 2 ヶ月ぶりにマ

イナスとなったものの、除く輸送用機器が前月比 0.5％増、設備投資の先行指標とされる非国防資本

財受注は 1.0％増と市場予想を大きく上回りました。5月分も除く輸送用機器や非国防資本財受注の

堅調な回復が継続するのか注目されます。 

 

【2.欧州】 

先週の欧州の主要な株価指数は、ドイツのDAX指数が週間で１５６ポイント下落、フランスの CAC

４０が８５ポイント下落するなどそれぞれ４週続落となりました。ギリシャの債務返済期限が月末に

迫りデフォルト可能性が高まりつつあることが株価の重石となりました。ユーロ/ドルはギリシャ問

題を受けながらも 1.12 ドル台で底堅く推移し、FOMC を受けたドル安や EU によるギリシャの支

援パッケージが年末まで延長されるとの報道（のちにドイツ政府が否定）を受け、1.14ドル台まで

上昇しました。 
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2-1. ドイツ ZEW 期待指数 

16 日に発表されたドイツの ZEW 景気期待指数は 31.5 と前月の 41.9から大きく低下し、市場予

想の 37.3も下回りました。同指数の予想比下振れを受け、ドイツの 10年債利回りが低下し、一時

的にユーロ安が進みました。 

 

2-2. ユーロ圏財務相会合 

18日に行なわれたユーロ圏財務相会合は、ギリシャ支援について合意に達しませんでした。IMFへ

の債務の支払期限および現行支援パッケージの交渉期限を 6 月末に控えるなかで、ギリシャで資本

規制や預金引き出し規制が行なわれる可能性が高まっています。 

 

2-3. ユーロ圏製造業購買担当者景気指数（PMI、速報値） 

23日にユーロ圏製造業購買担当者景気指数が発表されます。市場予想は 52.2 と前月から横ばいと

なっています。 

 

【3.日本】 

先週の日本株式市場は日経平均が週間で 232 円安と 3 週続落となりました。6 月初旬に一時 125

円台まで円安が進んだドル/円が 122円台まで円高に振れたことなどが嫌気されました。ドル/円は

週前半に 123 円台半ばの狭いレンジ内での横ばい推移となりましたが、FOMC のタカ派的な結果

を事前に織り込む動きからドルが上昇、17 日には一時 124 円半ばまで円安が進みました。結果的

にFOMCでは先行きの利上げペースが緩やかになることが示されて全体としてタカ派度が弱まった

と捉えられたことから、ドルは全般的に下落し 18 日にかけて 122円半ばまで円高に振れました。 

 

3-1. 訪日外国人客数 

17日に発表された 5月の訪日外国人客数は 164.2 万人と、前年同月比 49.6％の大幅増となり 5

月としては過去最高を記録しました。単月としても 4 月の 176.5万人に続く過去 2番目の記録とな

っています。訪日客数のホテルやデパートなどの関連銘柄の業績への好影響は今後も続いていきそう

です。 

 

3-２. 日銀の金融政策決定会合 

18日から 19日にかけて行なわれた日銀の金融政策決定会合では、事前の予想通り金融政策の現状

維持が決定されました。終了後の黒田総裁の記者会見では、6月 10日の円安牽制とも取れる発言に

ついての質問が出ましたが、目新しい回答はなかったことからマーケットの反応は限定的でした。ま
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た、日銀は 2016年から、従来年 2回の公表だった「経済・物価情勢の展望（展望レポート）」を

年 4 回の公表に、これまで年 14回程度行なわれてきた金融政策決定会合を年 8回の開催とするこ

となどをあわせて発表しました。 

 

3-3. 全国消費者物価指数 前年同月比 

26日に 5月の全国消費者物価指数（CPI）が発表されます。生鮮食料品を除いたコア指数は前年同

月比横ばいと予想されています。 

 

【4.中国】 

先週の中国株式市場は上海総合指数が週間で 13％超の大幅下落となりました。年初からの大幅上昇

でバブル化懸念が高まっており大型 IPO に伴う需給悪化懸念などもあって大きく売られました。 

 

4-1. HSBC 製造業購買担当者景気指数（PMI）速報値 

23 日に 6 月の HSBC 製造業購買担当者景気指数が発表されます。市場予想では 49.5 と前月の

49.2 から上昇すると予測されています。 

 

詳細レポートは以下をご参照ください。 

■[日本株]チーフ・ストラテジスト広木隆の「ストラテジーレポート」 

■[日本株]シニア・マーケットアナリスト金山敏之の「投資のヒント」 

■[日本株]フィスコの「週刊マーケット展望」（ログイン後限定レポート） 

■[日本株]J.P.Morgan（J.P.モルガン）社や TIW 社の「アナリストレポート」（ログイン後限定レ

ポート） 

■[日本株]主要日本企業決算カレンダー 

■[米国株]主要米国企業決算カレンダー 

■[米国株]米国株 Market Pick Up 今週の注目ポイント 

■[為替]シニア・ストラテジスト山本雅文の「FX戦略レポート」 

■[中国株]中国株 Market Pick Up 今週の注目ポイント 

■[その他] J.P.Morgan（J.P.モルガン）社の、「マクロ経済レポート ウィクリー・データ・ウォ

ッチ」「グローバル・データ・ウォッチ」（ログイン後限定レポート） 

 

 

 

http://www.monex.co.jp/Etc/00000000/guest/G903/strategy/index.htm
http://www.monex.co.jp/Etc/00000000/guest/G903/hint/index.htm
https://www.monex.co.jp/Login/00000000/login/ipan_web/hyoji?pagem=1&url1=Etc&url2=/member/M400/fisco/index.htm
https://www.monex.co.jp/Login/00000000/login/ipan_web/hyoji?pagem=1&url1=InvestmentInformation&url2=/member/M400/morgan/research.htm
https://www.monex.co.jp/Login/00000000/login/ipan_web/hyoji?pagem=1&url1=InvestmentInformation&url2=/member/M400/morgan/research.htm
http://www2.monex.co.jp/calendar/index.html
http://www2.monex.co.jp/calendar/index2.html
http://www.monex.co.jp/Etc/00000000/guest/G903/market_us/index.htm
http://www.monex.co.jp/Etc/00000000/guest/G903/senryaku/index.htm
http://www.monex.co.jp/Etc/00000000/guest/G903/market_cn/index.htm
https://www.monex.co.jp/Login/00000000/login/ipan_web/hyoji?pagem=1&url1=InvestmentInformation&url2=/member/M400/morgan/research.htm
https://www.monex.co.jp/Login/00000000/login/ipan_web/hyoji?pagem=1&url1=InvestmentInformation&url2=/member/M400/morgan/research.htm
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1.日本（前回から変更なし） 

日銀は２％のインフレ目標達成時期を 16年度前半へ後ずれさせつつも、景気やインフレに関する強

気姿勢を維持しており、目先の追加緩和を示唆していません。更に、黒田総裁が 6 月 10 日にこれ

以上の円安は考えにくいと発言したことで、円安をもたらす追加緩和を計画していないことも示唆さ

れています。 

 

2.米国（先行きの利上げペースがより緩やかに） 

６月 18-19 日にに開催されたＦＯＭＣでは、冬場の減速からの回復が確認され、FOMC 参加者の

2015年末のフェデラルファンド金利予測（中央値）が 0.625％で維持され、年内の利上げ開始見

通しを強める結果となりました。もっとも、2016、17年のフェデラルファンド金利予測は小幅下

方修正されたことから、先行きの利上げペースがより緩やかになるとの見方が示されました。利上げ

開始時期を巡っては、9月との見方が多いですが、今後の経済指標発表を受けて思惑が振れる状況が

続くと考えられます。 

 

3.欧州（前回から変更なし） 

ギリシャ支援問題については、6 月末に現行の金融支援の交渉期限および対 IMF 債務の返済期限も

到来するものの、債権者側とギリシャ政府との間の歩み寄りは依然としてあまりみられておらず、資

本規制導入やデフォルトリスクへの警戒が少しずつ高まっている状況です。 

金融政策面では、ECB は国債を中心とする資産購入を当初の予定通り 2016 年 9 月まで継続、必

要であれば購入を継続する姿勢を強調していますが、今のところ金利の急騰やユーロ高に対する強い

懸念は示されていません。 

 

4.新興国（前回から変更なし） 

6月入り後に発表された中国主要経済指標では、固定資産投資の鈍化継続とインフレ率の更なる鈍化

が示され、中国人民銀行による追加緩和や政府による各種景気刺激措置への期待が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

グローバル・マクロ・ポリシー・ビュー（世界経済・政策の基本観） 
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・当社は、本レポートの内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するもの 

ではございません。  

・記載した情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨 

し、勧誘するものではございません。  

・過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。  

・提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございま 

す。  

・当社は本レポートの内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございま 

せん。  

・投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。  

・本レポートの内容に関する一切の権利は当社にありますので、当社の事前の書面による了解なしに 

転用・複製・配布することはできません。  

 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、 

一般社団法人 日本投資顧問業協会 

利益相反に関する開示事項 

マネックス証券株式会社は、契約に基づき、オリジナルレポートの提供を継続的に行うことに対する対価

を契約先証券会社より包括的に得ておりますが、本レポートに対して個別に対価を得ているものではあり

ません。レポート対象企業の選定はマネックス証券が独自の判断に基づき行っているものであり、契約

先証券会社を含む第三者からの指定は一切受けておりません。レポート執筆者、並びにマネックス証券

と本レポートの対象会社との間には、利益相反の関係はありません。 


